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「MAPI」とは「Messaging Appli-

cation Programming Interface」の

略で、一般に「マピ」と発音されています。

MAPIは、1991年10月に米国マイクロソフ

ト社が提唱した電子メールの標準API

（Application Programming Interface）の

仕様です。米国ロータス・デベロップメント

社を中心とするベンダーグループが開発し

たVIM（Vendor Independent Messaging）

に対抗して開発されました。

ウィンドウズで定められた標準の1つとし

て、ウィンドウズのアプリケーションでのメ

ッセージングのAPIとして提供されていま

す。このMAPIによって、これまではアプリ

ケーションごとに個別に持っていた電子メ

ールのアドレス帳などの情報を、システム

レベルで一元的に管理できるようになりま

した。

最近問題になったコンピュータウイルス

の中には、このMAPIの機能を使って、メ

ールソフトなどにあるアドレス帳のデータ

を勝手に読み込み、迷惑メールを送信さ

せる症状を引き起こすウイルスもあったこ

とから、ご質問のような話が出たのだと思

います。

こうしたウイルスは、ウイルスが潜む

プログラムやワード文書（docファイル）

を実行した時点で感染します。怪しげな

プログラムやワード文書などが送られて

きたとしても、むやみに実行しないで削

除するのが賢明でしょう。

また、ウイルス検出ソフトを使って感

染を未然に防ぐのも有効です。コンピュ

ータウイルスの世界では新種のウイルス

が続々と作られていますので、ソフトメ

ーカーのウェブサイトなどをチェックし

て、最新の定義ファイルに更新しておき

ましょう。 （編集部）
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今月の
ヘッドライン

このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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友人から「MAPI対応のメールソ

フトを使っているとコンピュータウイ

ルスに感染するよ」と言われましたが、

MAPIの意味がわかりません。「MAPI」

って何ですか？ （河野さん）

Q

A

「MAPI」って？

今 月 の 回 答 者

砂原秀樹＋編集部

【アドバイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

「MAPI」って？

VPNとPPTPの仕組み

2000年問題とインターネット
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ュニケーションズ社や米国スリーコム社な

どが、PPTPのサポートを表明しています。

PPTPの認証サーバーとしての機能は、ウィ

ンドウズNT4.0で初めて提供されました。

もちろん、ウィンドウズ98でも標準対応して

います。

PPTPとは前述したとおりIPトンネリング

に関する技術です。その仕組みは、通信デ

ータをIPパケットに包み込むのと同時に、

付加したIPヘッダーにユーザー認証用の

データを埋めこんで、IPネットワーク上の

「仮想トンネル」経由でデータを運ぶもの

です。ユーザー認証用のデータが含まれて

いるために、インターネットを介したユーザ

ー認証が可能になりました。これにより、

出張先で商用プロバイダーの最寄りのア

クセスポイント経由でも、オフィスのLAN

に接続できるようになるわけです。

■

以上がVPNとPPTPの説明です。ここ

で解説したPPTPによるVPN環境を使う

には、クライアントとサーバー双方で事前

に設定を行う必要があります。詳しい設定

方法については、ネットワーク管理者に問

い合わせて、出発前に設定を済ませてお

きましょう。 （編集部）

ス（NTTの「メンバーズネット」など）が提供

されていますが、最近では音声ネットワー

クだけでなく、インターネットでもVPNが利

用できるようになっています。

インターネットでのVPNとは、インターネ

ットでつながっている地点間で、あたかも

専用線で直接つながっているかのように通

信ができる技術です。これは送信側で暗号

化したデータを受信側で復合することによ

って、双方に仮想的なネットワークを張っ

ているわけです。そのため、あたかもLAN

に接続しているかのように見えるのです。

専用線の部分をインターネット網で代替す

ることにより、通信コストの削減といったメ

リットがあります。

VPNを使えば、出張先からプロバイダー

のアクセスポイント経由でオフィスのネット

ワークにアクセスできるので、普段のLAN

環境に限りなく近い形で作業ができて非

常に便利です。このVPNの技術の標準と

して幅広く利用されているのが「PPTP」

（Point to Point Tunneling Protocol）です。

PPTPによるVPN環境

PPTPは、米国マイクロソフト社が提唱

しているIPトンネリングに関するセキュリ

ティープロトコルです。米国アセンド・コミ
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VPNとは「仮想専用線環境」

電子メールやWWWなど、インター

ネットを使って仕事をしている人にとって、

出張中も普段と同じネットワーク環境で仕

事ができるということは重要だと思います。

しかし最近では、セキュリティーなどの問題

から、外部からのLAN内へのアクセスを制

限しているオフィスも多いのではないでしょ

うか。その場合、商用プロバイダーのアク

セスポイント経由で自社のメールサーバー

などにアクセスできなくなりますので、電子

メールの送受信ができないなどの問題が

発生します。こうした問題を解決する手段

として登場したのが「VPN」（Virtual Private

Network）という考え方です。

VPNとは、公衆網を専用線のように利

用できるサービスの総称です。加入電話を

社内の内線電話のように利用できるサービ

海外出張を控えているのですが、

出張中のインターネット環境につい

て質問があります。弊社ではメールサ

ーバーを外部からはアクセスできない

ようにしているのですが、「PPTPを使

ったVPN環境」でならプロバイダー経

由で社内のネットワークにアクセスで

きるらしいのです。若い連中は、こうし

て難なく出張をこなしていますが、私

には何が何やらさっぱりわかりません。

いまさら部下に訊ねるのも気が引ける

ので、教えていただけますか。

（匿名希望）

Q

A

VPNとPPTPの仕組み

リモートアクセス型VPNの仕組み

クライアントA
モデム 

プロバイダー 

クライアントB
クライアントC

インターネット 

プロバイダー 

公衆網 専用線 

社内LAN

VPNによって、あたかもLAN内にいるような 
ネットワーク環境が実現できる 
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る可能性が非常にあります。特に日付など

を扱うものはちゃんとチェックをしておいた

ほうがいいでしょう。

さらに、古い機器ではBIOSの対応状況

が問題になることがあります。こうした問題

を確認するためには、時間を大晦日に合わ

せた後にいったんシステムを停止して電源

をOFFにし、20分後ぐらいに再起動してち

ゃんと起動して動作するかを確認するとよ

いでしょう。

このように、2000年問題は自分とはまっ

たく関係ない問題ではありません。誰か

が対応してくれるのを待っているだけでは

だめなのです。たしかに、マスコミが言うほ

ど大きなパニックになるとも思えませんが、

自分から積極的に動いて、準備を整えて

おく必然性があるわけです。

2000年はもう目前ですよ。（砂原秀樹）

いては、個人ではどうしようもないことです

が、これらが正常に機能しているという前

提において、まず自分のシステムは正常に

動作するかを確認してみてください。ウィン

ドウズなどでもY2Kパッチなるものが公開

されていますから、こうした変更はできるだ

けちゃんと対応しておくことが必要です。こ

うした状況で、実際に1999年12月31日23

時50分とかに時計を合わせて、ちゃんと新

年を迎えられるかを確認してみてください。

特に、インターネットにおいて問題が指

摘されているのはアプリケーションで、たと

えば電子メールソフトウェアについても、古

いものをそのまま使っていると、2000年問

題が生じてしまうことになります。これは、

日付の部分の年に対応する情報が2桁で

表されてしまうということなのですが、電子

メールソフトウェアが古いと、こうした形式

の日付を付けられたメールが発信されてし

まうことになります。これだけならそれほど

問題にはなりませんが、受け取った側がこ

れを古すぎるメールとして捨ててしまうよう

なことがあると、せっかく送ったメールが届

かないということになってしまうわけです。

ですから、ソフトウェアは各メーカーの情報

を確認して、できるだけ新しいものに更新

しておく必要があるでしょう。

また、意外と気付かないかもしれません

が、自分のホームページで利用しているCGI

プログラムなどに2000年問題が潜んでい

もう目前に迫っていながら、ほと

んどの人は実感がなく、どうすればい

いのもわかっていないのが「2000年問題」

であるようです。98年3月号のFAQでも

「2000年問題」について取り上げましたが、

その頃から状況は変わっていないようにも

見受けられます。そこで、目前に迫った今、

再度取り上げてみることにします。

以前も述べたとおり、インターネットの仕

組みに関する2000年問題については、

IETFにおいてワーキンググループが設け

られて検討が進められてきました。結論と

しては、基本的にインターネットの仕組み

として2000年問題が大きな混乱を引き起

こす可能性はほとんどないことがわかって

います。

しかし、インターネットはそれだけで機能

しているわけではありません。たとえば、電

源の供給がストップしてしまえば、どうやっ

ても動かすことはできないわけです。

そのため、現在こうした周辺の状況を含

めて再度検討が進められています。たとえ

ば、ホスト名とIPアドレスの変換を請け負

っているDNSの中心であるルートサーバ

ー群について、2000年問題で停止したり、

障害を発生したりしないかどうかの最終的

なチェックが行われています。また、各プロ

バイダーやインターネット機器メーカーにお

いても、対応の状況をチェックし、ウェブな

どで公開しています。したがって、まずはこ

うした情報を収集されることをおすすめし

ます。

次に自分の環境についてですが、以下の

ことについて確認してみることをおすすめ

します。電気が供給されなくなったり、通

信回線が停止してしまったりする状況につ
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「Y2K」に関する報道を毎日のよ

うに目にしますが、インターネットの

世界では2000年問題としてどのよう

なトラブルが予想されているのでしょ

うか？ また、ユーザーレベルでも何か

対応策を施しておく必要がありますか？

（根本達也さん）

Q

ほとんどのメーカーが自社の2000年問題対応状況
を公開している。
※画面は日本シスコシステムズ

www.cisco.com/jp/ Jump

2000年問題の「危険日」

1999年 1月 1日 99を終了と判定してしまう。すでに、いくつかの計測器で発生

1999年 8月22日 GPS Last Week問題

1999年 9月 1日 99 9を終了と判定する事故

1999年 9月 9日 99 9 9を終了と判定する事故

2000年 1月 1日 いわゆる2000年問題

2000年 2月29日 2/29をうるう年と判定できない事故
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